
 

 

 

１ 国語に関する調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 数学に関する調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度全国学力・学習状況調査結果の分析について    平塚市立土沢中学校 

 
 

【特長】 

・文の成分の順序や照応について理解しているかどうかをみる問題ができている。文節や連文節

の対応、意味のまとまりを確かめながら文の中の語句の位置を直し、直した意図を説明したも

のとして適切なものを選択する問題ができている生徒が多かった。 

・行書の特徴を理解しているかどうかをみる問題ができている。楷書と行書の違いを意識しなが 

ら指導を行った成果だと考えられる。 

 

【課題】 

・目的に応じて、必要な情報に着目して要約することに課題がある。文章全体を見通したうえで

必要な情報を取り出し、文章の要点や核となる部分を要約するような学習活動に取り組む必要

がある。 

・話し合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えをまとめることに課

題がある。目的を意識し、互いの立場や考え方の違いを認めながら、自分の意見をまとめるよ

うな話し合いをする機会を増やしていきたい。 

【特長】 

・簡単な場合における確率については、多くの生徒が正確に求めることができている。基礎学力

の定着を図り、他単元との複合問題に対しても解読できる力をつけていきたい。 

・一次関数について、グラフを見たうえで直線の傾きや２直線の交点の意味を事象に即して理解

することができていた。 

 

【課題】 

・証明問題に対して筋道を立てて説明することに課題がある。事柄が一般的に成り立つ理由を、

文字式や言葉を用いて根拠を明らかにして説明できるように指導することが必要である。 

・具体的な事象を一般式に表すことに課題が見られるため、日々の学習活動を通して数学的な表

現に慣れ、活用できるようにしていきたい。また、複数のデータ分布から四分位範囲を比較で

きるよう、分布の見方や四分位範囲の有用性を理解できるようにしていきたい。 



 

３ 生徒質問紙の結果より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業・学校生活の充実に向けた取組 

・国語や数学の勉強は大切だと思っている生徒が多いので、それが学習意欲に繋がるように授業

の工夫改善を行い、生徒がより主体的に学習に取り組めるように努める。 

・学習への興味関心が高まるように、既習事項を次の学習に生かしたり、日常生活との関連につ

いて考えたりする機会を増やしていく。 

・ＰＣやタブレットなどのＩＣＴ機器を活用した学習では楽しみながら学習を進められており、

学習内容がよくわかるといった生徒も多いことから、今後もＩＣＴ機器の活用を図っていく。 

・いじめを許さず、思いやりの心を持ち、人の役に立ちたいと考えている生徒が多い。日常の学

校生活でも自他を大切にするウェルビーイングな学校づくりに取り組んでいく。 

・スマートフォンを使ってＳＮＳや動画視聴を２時間以上する生徒の割合が高いです。ご家庭で

お子様と適切な使い方について話し合う機会を持つようにお願いします。 

・将来の夢や目標をもっていない生徒の割合も一定数います。お子様と将来の夢や目標につい

て、前向きに話し合う時間を大切にしてください。 

・本校は地域との繋がりが深く、地域の方々との交流も盛んです。引き続き、地域の皆様も生徒

を見守り、ご指導いただきますようご協力をお願いいたします。 

ご家庭で取り組んでいただきたいこと・地域の方に知っておいていただきたいこと 

【特長】 

・学校に行くのが楽しいと感じている生徒が多く、友達関係に満足している生徒も多い。また、

いじめはどんな理由があってもいけないと考えている生徒も多く、生徒同士の人間関係は良好

だと考える。 

・先生が自分のよいところを認めてくれていると思っている生徒が多い。また、自分にはよいと

ころがあると思っている生徒も増加している。 

 

【課題】 

・朝食を毎日食べる生徒の割合が減ったので、生徒の健やかな成長のため、学校と家庭とで働き

かけを行っていきたい。 

・将来の夢や目標をもっていると回答した生徒が多い一方で、もっていないと回答した生徒も一

定数いる。キャリア教育や道徳教育の中で、自分のよさを見つめ、将来の夢や目標をもてるよ

うに指導していきたい。 


